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水稲新奨励品種 「秋田59号」 の特性 と栽培法
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Mitsuo TAGU and Kaoru KYoUYA
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1は じ め に

県内の水稲うるちの品種別作付面積割合は,「あきたこ

まちJが80%を越え,「ササニシキ」,「 ひとめばれ」を加
えると,こ の主要3品種で90%以上を占めている。今後ま

すます激しくなる産地間競争を乗り越えるために,バ ラン

スのとれた品種構成をとり,良質良食味米を安定的に生産

することが重要である。

「秋田59号」は中生の晩の良質良食味米で安定多収の品

種で,「あきた39」 に代わって作付けが見込まれる。「あき

たこまち」との熟期の違いから作業の分散や作期の拡大
,

異常気象時における被害の軽減等をねらいとして,需要動

向に即した良質米の安定生産が期待できることから,平成

1999年 4月 ,秋田県の奨励品種に採用された。

ここでは1995年から1998年までの奨励品種決定試験での

成績と1997年 ,1998年 に行った施肥反応試験の結果から

「秋田59号」の主な特性と栽培法について報告する。

2試 験 方 法

1)奨励品種決定基本調査 (1995～ 1998年 )
なお蛋白質含有率や味度値は,1993年 ,1994年の育種生

産力検定標肥の成績も使用した。

2)施肥反応試験 (1997～ 1998年 )

表 1 試験区の構成 (窒素成分量kg/10a)

3 主な特性及び栽培法

「秋田59号」の出穂期は,「あきた39」 より3日 遅 く,

成熟期は2日遅い,「ササニシキ」並の中生の晩である。

稗長は「あきた39」 並で,耐倒伏性は「あきた39」 並の

“強"である。穂数は「あきた39Jよ り多く,「あきたこ

まちJよ り少ない・中間型"である。障害型耐冷性は
「あきた39Jよ り改善されていて,「あきたこまちJ並の
“中"と強くなっている。収量は「あきた39」 をやや上回

り,千粒薫が大きく,品質も安定して良い。

表 2 特性一覧

品 種 名   酪胃  
あ

島

た
 [ま な こシ革

出 穂 期 (月 日) 810  807  806  809
成 熟 期 (月 日) 929  927  925  1003
r早   長 (cm) 778  757  882  837
穂  数(本/ピ) 413  39k1  439  498
倒伏程度(0-5) 00  01  16  11
耐 倒 伏 性 強  強  中  弱
耐  冷  性  中   弱   中  やや弱
穂 発 芽 性  中   中  やや難  易
葉  い も ち やや弱 やや強 やや弱  弱
穂  い も ち やや弱 やや強 やや弱  弱
玄米収量(kg/a) 648  635  571  611
千 粒 重 (g) 236  228  222  226
品  質(1-9) 32  34  33  49
注 調査場所及び年次 :秋田県農業試験場奨励品種決定
基本調査標肥区1995～ 1998年の平均
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図 1 自米蛋自質含有率
インフラライザーの窒素含有率

蛋自質換算係数595×

-3-

60



東 北 農 業 研 究 第 52号  (1999)

９０

　

　

　

８０

味
度
値

1993 1994 1995 1996 1997 1998
(年)

図 2 味度値
*東洋精米機製作所の味度メーターで測定

食味関連形質として自米の蛋自質含有率が「あきた39」

より低く,味度メーターなどの食味計では「あきた39」 や

「ササニツキ」よりも良好である。栽培見込み地帯は秋田

県内平坦部一円であるが,中生の晩で熟期が遅いので, ト

ヨニシキが十分登熟する地帯で栽培する。

「秋田59号」の生育は,「あきたこまちJ並の基肥窒素
量で容易に茎数が確保でき,葉色は「あきた39Jと同様に

淡く推移する。「あきたこまち」に比べ,穂数はやや少な

く有効茎歩合は低いので,有効茎歩合を高める肥培管理が

必要である。
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図 3 茎数・穂数の推移 (1998)
*基肥窒素量 7 kg/10a

幼穂形成期の葉緑素計値と幼穂形成期追肥の有無による

倒伏程度の関係では,茎数が600本/ピ以上で,幼穂形成

期の葉緑素計値が42以上の時に追肥すると,倒伏程度が大

きくなり,品質は未熟粒などの増加により低下するので ,

幼穂形成期の追肥はしない。多基肥や,幼穂形成期と減数

分裂期の 2回追肥で収量が増加したが,品質は低下した。

品質を考慮した場合,基肥窒素量 7 kgに 減数分裂期追肥を

基本とするのが良い。
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葉緑素計値

幼穂形成期の葉緑素計値と追肥による倒伏
*倒伏程度 (0-5)
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施肥条件

図 5 施肥条件による収量と品質 (199つ
*施肥法は基肥―幼穂形成期―減数分裂期

(窒素成分量kg/10a)
*品質 :1(良)～ 9(不良)

4 ま  と  め

以上のことから,「秋田59号」は,「あきた39」 に比べ ,

食味・品質や耐冷性が改善され,「あきたこまちJ並の施

肥量でも茎数が容易に確保でき,千粒重が大きいなどの点

から多収となる。「あきた39」 より栽浩 しやすくなって
い

るが,品質を考えると,「秋田59号」の栽培は,極端な多

肥は避け,「あきたこまちJ並の施肥条件で,減数分裂期

追肥を基本とするのが良い。
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